






















































































































































































































































































































































































































































































ＬＢ ＬＡ ２Ｗ)＝ g"(/)＝ ﾖﾄﾞｰｌａＢｒ６ｒ 己ﾄｰ,α4J，
としたときに，
y*＝ｍａｘｍｉｎ{ZiA(ノル"(/)｝ (8) 
が成り立ち，マキシミン（８）を与える／は/八と／βの二つとなって，
９４(L,)＝Ｚ化)が成')立つ。やや厳密性を欠いた言い力をすれば，勤は/
の減少関数，ｚＢは／の増力Ⅱ関数であるから，ｚ,,とｚＢの交点でｙ＊と（/４，
/")が与えられると言える。
以｣この議論から，般適な仕事配分について幾つかの性質を導き出すこと
ができる。第一に，各労ⅢノーＡ,Ｂについて，限界生産性は正である。す
なわち，各労|動ノーＡ,Ｂについて，Ｌｊの｣杣||はｙ＊を｣糊１１させる。第二
に，Ｌ,,の増力ｌｌは／を増力'１させるのに対し，Ｌ〃の｣棚１１は/を減少させる。
これはα八r/ｔｚＢ『がｒについて増加するという比Ｉ佼優位の仮定から，ｒの低
い方を労'1,11Ａに担当させ，結来として，Ｌ,1の｣杣Ⅱはその利)IjTiJ能性を増
力||させるからである。第三に，タスクのｲldjl数Ｔの墹力|Iは，６『（r＝1,…,Ｔ）
が不変であれば，／を１１１杣11させるが，ｙ＊を減少させる。これは，一見，
専門llMi数ｋの墹力Ⅱが労(動の平均生産性を改善させるというEdwards＆
Starrの想定とは矛爪するように見えるが，Edwards＆Starrが彼らの
6ｋに対して仮定をおいたように，Ｔのl杣||が６「を減少させると想定すれ
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ばｙ＊が必ずしも減少する訳ではない。特に，Ｔが－単位増加したときに
６７の変化がつぎの条件
Ｍ≦三l器L6r+１
をiiMjたせば，ｙ＊は｣柳|Ｉする。最後に，ｙ＊はＬＡ，ＬＢについて規模に関す
る収穫不変が成り立つ。この性質は，Edwards＆Starrの想定と符合す
る。
4.2分業と労働生産性
Rose、のモデルは，企業内分業それ日休を企業内部に埋め込み，企業
の生産関数（Ｌ(，ＬＢとｙ＊の関係）を誘導形として導くことに成功して
いる。我々の関心は，そのようなRose、のモデルが分業と労働生産性の
関係に対し，どのような洞察を与えるかにある。
Rose、のモデルにおける企業内分業とは，異質的な労働のタスク上の
配分を意l床する。したがって，ノハとノBの共通部分が小さい程，分業の程
度は大きいと言える。しかしながら，最適な仕事11110分ではノハ、/"がせい
ぜい－点から成ることを我々は既にｲiWi認している。したがって，Rosen
のモデルにおいて分業の程度と労働生産性を調べるのであれば，タスクの
個数Ｔが二つのときで十分であると言える。そこで，Ｔ＝２として，分
業と労働生産性の関係について言及してみることとする。タスクのｲllil数が
２のときに，労働Ａがタスク１，労働Ｂがタスク２に完全特化する状態
では，兀,＝Ｌ(/tzA,，jr2＝Ｌ"/tz"2となる。したがって，タスク11J能性フロン
ティア上で４Ｍ識を最大にすれば，
b２ａＡｌＬＢ 
ｂｌａＢｌＬＡ 
のとき，完全特化とな')，１Ｍ[i関数は，
，=六念
(9) 
ＬＢ 
ａＢ２６２ 
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となる。もし方程式（９）の左辺ＩｌｌＩが右辺ＩｌｌＩよ'）Ｍ､さければ，労側１Ａを
タスクｌに完全特化させ，労llillBには、i力のタスクを担当させる。この
とき，生旅関数は，
,-`M學伽(器十器）
となる。力職式（９）において逆の不等号が成り立つ場合は，労働Ｂをタ
スク２に完全特化させ，労働Ａをiilii力のタスクに配置させ，生産関数は，
(急十誌）αＡ２ ｙ=二α,116,＋α八262
となる。このようにしてｲMしられた４Ｍ:関数は連続であり，しかも規模に関
して収穫不変となる。
さて，方程式（９）において，左辺ＩｌｌＩが右辺''11より'１､さい場谷を考えよ
う。このとき，企業|ﾉﾘ分業は完全ではない。労働Ｂはすべてのタスクを
担当しなければならない。労11,Ｍの生産性はaBl/{α八!(αB161＋αβ262)}，労
働Ｂの生産性はｌ/(α職16,＋α`262)に等しい。この状態からＬ,lを増力Ⅱさせ
てゆくと，やがて力程式（９）が成り立つ。このとき，労働Ａはタスクｌ
に，労働Ｂはタスク２に完全特化し，労IjillAの生雌性はｌ/(α八,6,)に，
そして労働Ｂの４Ｍ:性はｌ/(αβ262)に北がる。すなわち，分業の程度が進
むと労働の生産性は上がる。
4.3「分業」の意味：再考
上記分析は，確かに，分業が進むと労働LMi性が改善していることを示
している。しかしながら，Edwards＆Starrが考えていた分業とRosen
のモデルにおける分業には，Ｉﾘjらかな飢繍が認められる。Edwards＆
Starrにおける企業|ﾉﾘ分業とは，－人の労働肴を複数のタスクに割り当て
る場介と一つのタスクを割り当てる場合の差を言及しているのに対し，
Roseｎにおける企業内分業とは，』'４質的労働のタスク上の1N[1,分であＩ)，
労働者一人一人にいくつのタスクがｉ１ｉｌｌｌ)当てられているかは||Ⅱわない。例
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えば，タイプＡの労'11ﾘ)にｌＭｌｌＩＩのタスクをｉ１Ｉｌｌｌ)当てるが，タイプＡの労
働打を/八人脈)1]して各タスクに一人の労働荷を;!}'１１)当てる場合と，タイ
プＡの労IlilI肴を一人のみ雁)|IしてﾉﾊﾞIldlのタスクのすべてを割り当てる場
合のいずれでも，４Ｍ:lT1が変化する訳ではない。Becker＆Murphy流に
言えば，タイプ/lの州１１１１を川人)111川したときに，分業の程度Ｍ//八が
噸１１Ⅱしょうが減少しようがRose、のモデルが誘導)|ラとして導き'1}すＨ１藤
１１M数は不変である。換言すれば，ｊＷＩ的労I1lllそれliI体は，分業によって労
ＩＭｉ産性が改善するljl(|人|ではない。ＬＭｉ関数は分業の程皮Ｍ/ﾉﾊに対し'１ｺ
立的なのである。
5．結論
水稲の'二|｢19は，分業が規模の絲済を発生させるという通念を森定するこ
とであった。そのために，まず，元となるＬＭｉｌ奥1数が企業内分業の仕方に
依存しないと恕定したときに，労I1lﾘlが不可分であるか，あるいはセットア
ップ費用が存ｲiiするときに，分業が労IﾘﾘlLMli性を改善させることを示した
Edwards＆Starｒによる分析を{illi認した。これによって，二つの疑''１１が
初〈。第一に，セットアップⅢUが必要かつ-|･分条件か否か，そして第二
に，元となるLlil1i関数'4|身が分業に対し'１１立的と想定して良いか否かであ
る。そこで，ｌＴＷｉ的労働を想定して，各タスクの111当者がそのタスクの技
巧を|÷|らの労I1Mlを仙って独得するとき，セットアップWllがｲＷｉＬなくと
も分業が進めばﾂﾅI1IjILMi性が故稗することをBecker＆Murphyのモデル
から確認した。したがって，セットアップY1iIl]は十分条件となるが必要条
件ではないこと，史に，企業|ﾉﾘ分業から誘導形として得られるＬＭＩｉ関数自
体は分業に'１１立iI9であることが'ﾘ|らかになった。４Ｍ｢：関数が分業に対し収|’
立的であるという結論は，労I1Iillが』１Ｗ〔的であっても成')立つ。このことを
Rose、のモデルから１１１認した。かくして，州jillが同質的であろうがy1L質
的であろうが，ＬＭｉ関数は労'1ﾘｌＬＭｉ性の逓ｊＭを示すことはなく，したがっ
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て，イiﾘかしらの迫力Ⅱ的仮定がない'！(')，分業が州１１ﾘＩＬＩ二座'|γ|ﾐを改善させるこ
とはないと結論づけられる。
迫力||的仮定については，州11Ⅱ)の不可分性，セットアップＷ)１１，そして，
技巧の内部ＬＭＩｉがあることを確認した訳であるが，分業が労Ⅲ生雌性を改
善するというピン]二場のiui話に立ち瓜ったとき，これらの要lklが適切であ
るかは疑''１１が磯る゜というのは，タスクを分i1illし，－人の労IliI者に複数の
タスクを;!{'１１)当てる場合と，’'化一ひとつのタスクをi1iIIl)当てる場合では，
タスクを－iii位達成するのに必要な労Ilill量が異なることをピン工場の醐話
は物語っているように見えるからである。本稿の記号法を利１１]すれば，分
業の経度ＭＴが増せば，投入係数α(て)＝1/＠(r）もしくは(z,『が減少する
と言える。もしそうであるとすれば，労働が|可、１９であろうが異衝的であ
ろうが，分業によってLMil)M数は_ﾋﾉﾉシフトすると考えられる。Edwar‐
｡ｓ＆StarrにしてもBecker＆MurphyやRose、にしても，このような
要１人|については言及していない。「分業は規模の維済を発生させる」とい
う命題を一切の証1ﾘ}を付さずに主ﾘliする経済学満が，労111ﾘ)の不可分性やセ
ットアップ費)１１，あるいは技巧の内部生産ではなく，分業が進むとタスク
への労働投入係数が下がるという要|火|を考えているとすれば，Edwards
＆Starrの批判は的をｲ↓｝ていないと言える。
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《Abstract》
ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｇｉｖｅａnappraisaltoanaUegedidea 
thatdivisionoflaborimpliesscaleeconolnies・Thispapershowsthat
productionfunctionsderivedasreducedformsfrｏｍｆｉｒｍ'sinternal 
decision-makingmodelsｂｕｉｌｔｏｎｄｉｖｉｓｉｏｎｏｆｌａｂｏｒｄｏｎｏｔｅｘｈibitscale 
economieswithoutadditionalassumptionssuchastransitioncosts 
(EdwardsandStarr，1987)，internalacquisitionofskills（Beckerand 
Murphy,1992),oranotherthatAdamSmith'spinfactorysuggests． 
